
第６２回 固体ＮＭＲ・材料フォーラムプログラム 

主催 固体ＮＭＲ･材料フォーラム 

協賛 （研）物質・材料研究機構、 

NIMS微細構造解析プラットフォーム、 

新学術領域『複合アニオン化合物の創製と新機能』 

日時 ２０１７年１０月２６（木）１０時～1９時半 

  場所 京都大学総合教育研究棟 

（JR 京都駅より市バス１７号系統で約４0 分（京大農学部前下車/徒歩７分）） 

１. 挨拶

(10:00-10:05)  （京大理）野田 泰斗 

２. トリプレットDNPによる低コストNMR高感度化

(10:05-10:35) （阪大基礎工）根来 誠 

３. 天然液状絹の溶液および固体ＮＭＲ構造解析

(10:45-11:15) （福井大テニュアトラック）鈴木 悠 

４. 【学生講演】CdSe クラスターにおけるリガンド-表面結合の双極子およ

び J 相互作用を用いた定量測定法

(11:25-11:45)  （京大理）〇栗原 拓也、野田 泰斗、竹腰 清乃理 

昼食(11:50-13:00) 

５. ポスター発表（90分）

(13:00-14:30) 

６. 固体NMRを用いたペロブスカイト型酸化物の欠陥に関する研究

(14:40-15:10) （東北大工）及川 格 

７. 擬単結晶法を活用した異方性相互作用の解析

(15:20-15:50) （京大農）久住 亮介 

コーヒーブレイク(16:00-16:20) 

８. 【学生講演】23Na および 31P NMR を用いたナトリウムイオン二次電池

リン負極の状態分析 



(16:20-16:40) （岡山大工）〇森田凌平、後藤和馬、Mouad Dahbi、

久保田圭、駒場慎一、Saeid Arabnejad、山下晃一、石田祐之 

 

９. 配位高分子の固体 NMR 

(16:45-17:15)                （徳島大理工）犬飼 宗弘 

 

１０. 次回案内 

(17:25-17:30) 

 

懇親会 (18:00-19:30)                  北部生協 2 階 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



第 62 回 固体ＮＭＲ・材料フォーラムポスター発表プログラム 
 

P1. 阪大蛋白研の先端高感度固体 NMR 装置と共用利用 

（阪大蛋白研）○江川文子、松木陽、深澤隼、藤原敏道 

 

P2. リン酸処理したBEAゼオライトの熱安定性の評価 

（秋田大院理工1、三井金属鉱業2）○小笠原正剛1、青木正裕1、加藤純雄1、

西川丞2、岩倉大典2、遠藤慶徳2、稲村昌晃2、若林誉2、中原祐之輔2 

 

P3. 二重共鳴NQRによる四極子核-四極子核間の距離および角度相関 

（京大院理）〇日部雄太、武田和行、竹腰清乃理 

 

P4. オプトメカニクスを用いたNMR信号の光変換実験の最適化 

（京大院理１、東大先端科技研セ2）〇冨永雄介1、長坂健太郎2、 

宇佐見康二2、竹腰清乃理1、武田和行1 

 
P5. 固体ＮＭＲ特殊プローブの製作（‘１７） 

（プローブ工房 1、物材機構 2）○藤戸輝昭 1、品川秀行 2 

 

P6. 低周波核を観測核としたゴム材料の固体NMR測定 

（東洋ゴム工業）〇宇川仁太 

 
P7. An introduction to Electro-Mechano-Optical (EMO) NMR 

（京大院理）〇武田和行 

 
P8. NドープLi2S-P2S5系電解質の固体NMR 

（京大院理１、大阪府大院工２）○高倉希1、木村拓哉2、林晃敏2、 

辰巳砂昌弘2、野田泰斗1、竹腰清乃理1 

 
P9. 高圧で安定化されたBaScO2Hペロブスカイト構造の八面体におけるH-

イオンのシス・トランス配置の解析 

（京大・理1、京大・工2、レンヌ第一大学3、ケンブリッジ大学4、東北大・AIMR5、

ケント大学6、産総研７、京大・人環8） 

○野田泰斗1、後藤能宏2、Cédric Tassel2、Olivier Hernandez3、 

Chris J. Pickard4, 5、Mark A. Green6、栄部比夏里7、田口昇7、 

内本喜晴8、小林洋治2、陰山洋2、竹腰清乃理1 

 


